
 1 

持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム 

 平成 23年度採択研究代表者 

 

小杉 賢一朗 

 

 

京都大学大学院農学研究科 

教授 

 

 

良質で安全な水の持続的な供給を実現するための 

山体地下水資源開発技術の構築 

 

 

 

§１．研究実施体制  

 

（1）小杉グループ 

①研究代表者：小杉 賢一朗 （京都大学大学院農学研究科，教授） 

②研究項目 

・山体地下水の構造解明に基づく適切な山体地下水資源開発手法の検討 

 

（2）勝山グループ 

①主たる共同研究者：勝山 正則 （京都大学大学学際融合教育研究推進センター，特定准

教授） 

②研究項目 

・山地河川流出水の量的・質的シグナルに基づく優良地下水帯分布域の推定 

 

（3）松四グループ 

①主たる共同研究者：松四 雄騎 （京都大学防災研究所，准教授） 

②研究項目 

・地形と山体地下水分布・崩壊危険箇所分布の対応の解明 

 

（4）中村グループ 

①主たる共同研究者：中村 公人 （京都大学大学院農学研究科，准教授） 

②研究項目 

・山体地下水の水質と汚染リスクの検討 
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（5）佐山グループ 

①主たる共同研究者：佐山 敬洋 （京都大学防災研究所，准教授） 

②研究項目 

・改良型 T-SASモデルを用いた河川流出水の起源の時空間変動解析 

 

（6）藤本グループ 

①主たる共同研究者：藤本 将光 （京都大学学際融合教育研究推進センター，助教） 

②研究項目 

・山体地下水の構造解明と優良地下水帯推定結果の検証 

 

（7）山川グループ 

①主たる共同研究者：山川 陽祐 （筑波大学農林技術センター，助教） 

②研究項目 

・山体地下水資源開発のための物理探査手法の構築 

 

 

 

§２．研究実施の概要 

 

 大起伏堆積岩山地斜面を対象として，数値シミュレーションによる山体地下水流動の解析を行っ

たところ，粘土を伴った断層の遮水効果によって，斜面上流側に地下水が蓄えられる様子を良好

に再現することができた（図 a）。次に，斜面中部にある断層を貫くボーリングを掘削した場合の，取

水の効果・影響についてシミュレートした（図 b）。取水量は斜面全体からの総流出量の 30％に達

し，効率よく取水できることが示された。取水地点付近では，取水前と比べて地下水位が 20 m ほ

ど低下した。また，取水地点よりも斜面下流側の広い範囲で地下水位が低下した。これらのことか

ら，取水が斜面崩壊の抑制に大きな効果を持つことが示唆された。一方，取水地点よりも上流側で

は，地下水位低下は断層の位置で止まっており，さらに上流側の地下水帯には影響が拡がらない

ことがわかった。 

 取水前後の地下水流動の様子を図 c，dに示した。取水前（図 c）には，断層を乗り越えた地下水

が，大きな速度で流れていることがわかる。また，断層の上流側に蓄えられた地下水帯内部でも，

比較的大きな地下水流動が起きている。取水を行うことによって，取水ボーリングに向かう大きな地

下水流動が発生し，斜面中部の断層を乗り越える地下水流動が消滅していることがわかる（図 d）。 
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図 数値シミュレーションによる山体地下水流動解析の結果 


